様式１
運輸安全マネジメント優良事業者等表彰候補者調書

	事業種別
	輸送モード（運輸事業者以外はその他）を選択してください。
□　鉄軌道　　　　□　鉄軌道以外
□　バス　　　　　□　タクシー　　　　□　トラック
□　海事（旅客）　□　海事（貨物）
□　航空　　　　　□　その他

	事業者名
（団体名）
（個人名）
	事業者名（団体名又は個人名）を記入してください。
事業者名：

	代表者名
	代表者名を記入してください。
名前：

	住　所
	事業者又は団体の住所を記入してください。
（個人の場合）住所の記載は不要です。
住所：

	連絡担当者
（所属先、名前、電話番号、メールアドレス）
	事務連絡担当者名の所属先、名前、電話番号、メールアドレスを記入してください。
（個人の場合）所属先が無い場合は回答不要です。
所属先：
名前：
電話番号：
メールアドレス：

	功績の概要
	功績を簡潔に把握できるような概要を200字程度で記載してください（受賞時のプレス発表等に引用）。


	表彰区分
	下記三つの表彰区分のうち、該当するものを一つ選択してください。
※功績の概要を確認し、表彰区分の変更をご相談する場合があります。
□　経営トップから現場まで一丸となって安全管理体制の構築に努めるとともに、他の運輸事業者の模範となり得る先進的な取組を実施していること。
《選考の際に考慮するポイント》
・経営、現場の双方が課題と認識する事項について、課題を克服するための取組の実施状況
・他の事業者が未だ取り組んでいなかった取組を自社で実施しているか
・自社のみでは対応し難い課題に対して専門機関等の知見を活用した取組を実施しているか
・実施した取組が自社の安全性向上に寄与した定性的若しくは定量的な効果の把握状況
・自社の取組の公開（国土交通省HPの取組事例、自社のHP公開、施設公開、シンポジウム、公開セミナー、依頼に応じた講師派遣）その他による普及の状況
□　運輸安全マネジメント制度の普及・促進に尽力していること。
《選考の際に考慮するポイント》
・運輸安全マネジメント制度の構築改善に必要な調査研究、調査官等への教育等への協力の状況
（協力の事例）制度創設時の評価トライアル、リスク　管理、内部監査、マネジメントレビュー、その他今日的な課題に対する調査研究の協力、調査官等の施設・訓練見学、講師による講義の実施
・不特定多数の事業者に対する運輸安全マネジメント制度の普及・促進の状況
・自社以外の事業者に対する普及・促進活動を積極的に行っているか。
・協力による定性的若しくは定量的な効果の状況	
□　新技術の導入等革新的な取組により輸送の安全の
確保に尽力していること。
《選考の際に考慮するポイント》
・他の事業者に先駆けた、安全性向上に向けた取組の　導入状況
・専門機関等の知見を活用した、安全性向上に向けた　取組の実施状況
・上記について、企業間連携、業界全体の取組の実施状況
・実施した取組が自社等の安全性向上に寄与した定性的若しくは定量的な効果の把握状況	
・自社の取組の公開（国土交通省HPの取組事例、自社のHP公開、施設公開、シンポジウム、公開セミナー、依頼に応じた講師派遣）その他による普及の状況

	功績の内容
	上記《選考の際に考慮するポイント》を参考に、功績の内容を記載してください。文字数の制限は設けていません（図や写真の添付も可）。再応募の場合には、過去の応募内容から変更した点が分かるように記載してください。


	推薦区分
	推薦区分を一つ選択してください。他薦の場合は、推薦者であるあなたと候補者との関係を記載してください。
□　自薦
□　国土交通省からの推薦
　　推薦した国土交通省職員の氏名と所属を記入してください。
　　氏名：
　　所属：
□　他薦
あなた(推薦者)と候補者との関係を教えてください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
以下、候補者に対する質問です。
候補者名：
住　　所：
連 絡 先：

	過去の応募状況
	これまでに「運輸安全マネジメント優良事業者等表彰」へ応募したことはありますか。
· 無
· 有

	行政処分
	令和７年度に行政処分を受けましたか。有の場合は行政処分の内容を記載してください。
· 無
· 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	備考
	特記事項があれば記載してください。



以上
